
本誌における宇宙化学関連の特集号は1998年32巻4

号「宇宙塵の物質化学」以来である。宇宙化学分野で

は現在までのこの約10年間に，二次イオン質量分析

法等の新しい微小部分分析法の発展による新しい同位

体的知見，ICP質量分析法等による精密同位体分析

法の開発による精密な初期太陽系年代学の編纂，プレ

ソーラー粒子や星間有機物の隕石中からの発見などに

より，初期太陽系の理解が飛躍的に進んだ。また，惑

星探査という手段によって，太陽風・小惑星・彗星等

のサンプルリターンが現実的になり，隕石以外の地球

外物質が実験室内の分析対象として取り扱える様に

なった。これら惑星探査のうちのいくつかは日本の研

究者が主導的にすすめている。今後も惑星探査を含め

た宇宙化学における日本人研究者の役割はますます重

要性が増していくであろう。

本特集号は，日本地球化学会2008年年会における

宇宙化学関連3セッション「地球外物質の宇宙化学：

先太陽系史から初期太陽系史」，「月，火星，太陽系小

天体の起源と進化」，「新しいサンプルリターン時代の

分析法・体制とその成果」の中から特に印象に残った

研究発表より若手研究者に寄稿をお願いし，投稿され

た5本の論文をまとめたものである。期せずして，室

内実験・分析・有機・無機・惑星探査といった宇宙化

学の異なるアプローチから，また，星間・初期太陽

系・太陽系空間・月惑星といった異なる太陽系進化に

おける時代と環境から，という広汎かつ重複しない内
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容となった。

大場ほか（2009）の論文は，星間空間において水

がどのようなメカニズムで形成され，いかにして太陽

系の材料になるかを実験的に解明したものである。中

嶋・長尾（2009）の論文は，コンドリュール一粒一

粒から希ガス同位体測定が可能になったことを示し，

これにより隕石が地球に飛来する歴史を詳細にトレー

スできることを示した。これらの研究分野は日本の独

壇場であり他の追随を許していない。中村ほか

（2009）の論文は，サンプルリターンでもたらされ

た彗星物質の日米共同研究の成果である。NASAの

試料であるが，本研究は日本人研究者により主導され

たものであり，隕石同様，彗星からもコンドリュール

が発見されたという画期的な発見を論説している。薮

田ほか（2009）の論文は，薮田氏が米国において共

同研究者たちと行った研究の解説であり，地球外有機

物質の最先端研究法を紹介している。有機宇宙化学

は，無機宇宙化学に比べこれまでの進歩が比較的緩や

かであったが，これから急速に発展する研究分野であ

ると期待される。有機宇宙化学の世界における日本の

アイデンティティを確立するため，日本に研究の場を

移した薮田氏のこれからの活躍に期待したい。荒井

（2009）の論文は，日本における初めての本格的な

月探査であった「かぐや」の成果を宇宙化学的な見地

から論説したものである。日本においても月惑星探査

が身近な研究手段となりつつあること，そして，従来

の隕石研究とは異なる新鮮な切り口の研究が生まれつ

つあることが本論文から伝わることを期待する。

冒頭に記した様に，二十世紀から二十一世紀にかけ

てのこの10年間には，1970年代に起こった宇宙化学

の勃興に匹敵するような進展がこの分野に起こってい

る。本特集号の論文はその最新の成果の一部について

紹介したものである。今後，日本では，2010年6月に

予定されている「はやぶさ」による小惑星サンプル帰

還に始まり，第2の小惑星サンプルリターン，月サン

プルリターン，火星サンプルリターンといった惑星探

査計画が着実に進行していく。世界においても同様な

機運である。これまでに人類が手にしたことのない試

料を実験室内で取り扱える時代に突入しつつある。も

ちろん本特集号の著者たちはこれらのプロジェクトの

当事者でもある。本特集号の論文を含む二十一世紀初

頭の宇宙化学の進展が，これらの新しい宇宙試料の研

究から判明した新知見により起こる宇宙化学のさらな

る大発展へのプレリュードであったことを，次回の特

集号まえがきに記せることを期待したい。
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